
カスタマイズされた サイズ セミテンダー ガラス

セミテンパーとは何ですか？

半強化ガラス、cal led熱強化ガラス、半硬化ガラス、テンパー（ESG）ガラスに比べて、半強化ガラスもまた600℃を超える温度まで急速かつ均等に加熱されますが、冷却プロセスは導入
と同じではありません冷風は著しく異なる方法で行われます。半強化ガラスのフレキシブル強度と耐熱性は、通常のフロートガラスと焼戻し（ESG）ガラスの間のどこかにあります。破砕後の構造
は通常のフロートガラスと同じです。

熱強化ガラスの特徴

1.ガラスの厚さ：3mmの熱強化ガラス、4mmの熱処理ガラス、5mmのハーフテーパーガラス、6mmの半強化ガラス、8mmの半強化ガラス、10mmの熱強化ガラス、
12mm熱強化ガラス、15mm半硬化ガラス、19mm半強化ガラス

2.ガラスのサイズ：最大サイズ3300x8000mm、ミニサイズ150x300mm

3.Glasscolor：クリア、超クリア、ブロンズ、ブルー、グリーン、グレー、酸エッチング、サンドブラストなど

4.特殊加工：穴あけ、切り抜き、磨かれた縁、ロゴの印刷などはすべて熱処理前に行う必要があります。

 

熱強化ガラスとフルテンペルガラスの詳細を知る

- 半硬化ガラスや完全焼戻しガラスに関係なく、熱処理、穴あけ加工、ノッチング加工、エッジ加工などの特殊加工が必要です。

- 熱強化ガラスは、asannea ledガラスの約2倍の強度です。完全強化ガラスは半透明ガラスよりも4〜5倍強力です。

- led急速にクール、完全に焼き払った安全ガラスになります。低速冷却は熱強化ガラスを生成する。 

- 安全性：強化ガラスは安全ガラスであり、小さな粒子を粉砕して重大な傷害の可能性を減らす。 

より強化されたガラスは、風、雪、熱負荷の要件を満たすことができますが、より大きく、よりシャープな部分に割れます。

- ラミネーションを考慮する。オーバヘッドグレージングに必要な積層中間層は、アニーled、熱強化または焼戻しガラスと共に使用して、いくつかの安全上の利点を、アニーled合わせガラス、
熱強化合わせガラス 安全ガラスの必要条件がある場所で使用されています。

- 熱強化ガラスは、潜在的に破損の影響を受けにくい。

https://www.glassmanufacturerchina.com/jp/products/12mm-heat-strengthened-glass-semi-tempered-glass-half-toughened-glass.html
https://www.glassmanufacturerchina.com/jp/products/SGCC-certification-553-clear-Heat-strengthened-laminated-glass-11.14mm-price.html#.W2lXCSPXaM8


 

半強化ガラスの応用

熱強化ガラスは、例えばオーバーヘッドおよび傾斜したグレージングなどの追加の強度の合わせガラスにおいて広く使用されている。または 半透明の断熱ガラス窓、ファサードなどに使用されます。

https://www.glassmanufacturerchina.com/jp/products/Tempered-Insulated-glass-unit-insulating-glass-IGU-double-glazed.html#.W2lXVSPXaM8


 





 


